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現代日本語の助数詞の意味変化の方向  
荻 野 綱 男  
1．：意味変化と年齢差   
1－1現在起こりつつある言語変化   
言語のあらゆる側面が次掛こ変化することは周知の事実である。長い時間を  
隔てた二つの状態を比較することは，変化を知るもっとも確実で簡便な方法で  
ある。このような言語変化がある以上 それは，ある一瞬を切り出した特定の  
共時態の中でも観察されるはずである。共時態で観察される言語変化は，あま  
り大きなものではありえない。しかし，大きな言語変化も，小さな言語変化の  
積み重ねであることを考えると，現在起こりつつある小さな言語変化をとらえ  
ることも，それなりの意味があると考える。小さな変化は見逃されやすい。そ  
れだけ甘こ，そのような動きをきちんと記録しておくことも重要な一ステップで  
あると考える。   
言語変化は，言語のあらゆる側面に現われるといわれるが，その意識される  
程度は異なる。新語の出現などは意識されやすい。新い、活用形（「ちがかっ  
た」など）も目をひく。音声面でいえば，ガ行鼻濁音の減退，新しいシ（英語  
の［si］むこ近い）の登場なども注意される。   
これらに比べると，用法の変化や意味の変化ほ，意識されにくい。なぜなら  
ば，文字や音声で表現される形態とちがって，意味はややとらえにくいところ  
があるからである。   
名詞の意味は，その指示物も関係する。すると，カード式電話が普及するに  
つれ，公衆電話の指すものが変化したわけで，こういうのも意味変化の一部で  
あろう。三省堂国語辞典第三版の「公衆電話」の意味記述は，「荷頭や店先に  
設け，硬貨を入れて使わせる電話」となっているが，これは訂正する必要があ  
るだろう。   
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このような「削こ見える」変化でない変化もある。用法の変化がそれである。  
形式自体は変化しなくとも，使われ方が変わってくるわけである。用法の変化  
と意味の変化は不可分である。筆者は用法二意味という考えは持っていないが，  
用法が変化すれば，当然意味の一部が変化したと考える。  
1－2 年齢差   
現在起こりつつある言語変化は，多様な人々の間の年齢差という形で観察さ  
れる。年齢差のすべてが変化の反映だというわけではない。若いほうでほ，習  
得のプロ－セスの途中の場合もある。敬語などは習得が遅く，大人になっても習  
得は続いている。また，ある年齢層の人だけが好む言い方というのもある。年  
をとると，一部の男性は自称詞として「わし」を使うようになるが，これは以  
前使わなかった人が使うようになるということでは年齢層による好みの違いで  
ある。   
このようなものを除外するならば，年齢差を見ることによって言語変化の実  
願が把捉できるといってもよかろう。異なる年齢層の多数の被験著を調査する  
ことによって，言語変化の確認ができる。この方法は，意味変化（用法変化）  
のような一見わかりにくいこともきちんと確認できるという点で便利な方法で  
ある。  
2．調査の概要  
今回の調査は，筆者の昭和63年度の地域研究研究科の授業の受講者と一緒に  
行なったものである。なるべく幅広い年齢層の人の言語意識を知りたいと考え，  
つくば市の近辺のさまざまなところにお院凱、した。   
年齢の高いほうではつくば市の老人クラブ，中年女性としてつくば市婦人会，  
中年男性として筑波大学の地域研究研究科の教官諸氏と，つくば市にある研究  
所に勤務する研究者の方々，若い層では筑波大学の学生諸君にアンケートの記  
入をお願いした。こうして男女それぞれのさまぎまな年齢の方々にアンケート  
の記入を依頼することができた。   
項目実は，授業の受講者とともに1988年4月から検討し，各種の準備調査・  
予備調査を行なった上で，1988年8月初めにアンケートの依頼をし 9月に回  
収した。その結果，425人の方のデータが集まった。   
9月からは入力業者に頼んでデータを磁気テープ化してもらい，学術情報処  
理センターの計算機に入れて分析を行なった。集計にほ，荻野の開発したバッ   
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ケージプログラムGLAPSを利用した。   
今回の回答者がどのような人かを知るために，フェイスシート項目の結果を  
示そう。  
性別 男＝212人 女＝210人 不明＝3人  
年齢13－19歳＝65人 20－29歳＝67人 39－39歳＝51人 40－49歳＝83人  
50－59歳＝48人 60－69歳＝44人 70－79歳＝56人 80－87歳＝8人  
不明＝2人  
職業 学生＝94人 会社員＝159人 自営業＝18人  
無職＝108人 その他＝41人 不明＝5人  
出身県 北海道＝8，青森＝13，岩手＝4，宮城＝6，秋田＝2，山形＝1，  
福島＝7，茨城＝124，栃木＝1，群馬＝2，埼玉＝11，千葉＝14，  
東京＝88，神奈川＝8，新潟＝4，富山＝3，石川＝3，福井＝4，  
山梨＝1，長野＝8，静岡＝11，愛知＝14，三重＝15，滋賀＝1，  
京都＝3，大阪＝19，兵庫＝7，奈良＝1，和歌山＝1，島根＝1，  
岡山＝3，広島＝6，山口＝2，香川＝4，愛媛＝2，福周＝6，佐賀＝1，  
長崎＝4，熊本＝2，大分＝2，宮崎＝3，鹿児島＝2，不明＝3   
このように，男女はちェうど半分ずつになった。年齢も予定通りに幅広く散  
らばった。出身県もさまざまである。やや茨城県出身者が多いが，問題とする  
ほどではあるまい。  
3．助数詞の意味・用法の変化   
3－1調査の方法   
助数詞では，どのような名詞に対してどのような助数詞が使われるのかを明  
らかにしようと考えた。一つの名詞に対して2～4個の助数詞を付けた文を用  
意し，それぞれについて，「使うし自然」・「使わないが自然」イ使わないし不  
自然」の3区分のいずれかをたずねた。選ばれた助数詞は，「つ・個・面・枚  
・本・機」である。なあ「つ」は厳密には助数詞ではないが，ものの数を数  
えるときによく使われる言い方なので，ここでは助数詞の一種として同列に分  
析してある。   
アンケート用紙の概略ほ，末尾をこ付録として示した。  
3－2 集計の方法   
ある文（項目番号1a）「この教室にほ黒板が3つある。」に対して，回答を年   
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齢別に示すと，衰1のようになる。回答者の年齢がさまざまだったので，はぼ  
同じサイズになることも考慮して，30歳末満，30～50歳末満，50歳以上の3グ  
ループに分け■た。  
蓑1「黒板が3つ」の年齢層別回答分布  
年齢層 13－29歳  30－49歳  50－87歳  
（1）使うし自然  113  115  106  
（2）使わないが自然  8  13  22  
（3）使わないし不自然  10  5  22  
合 計  131  133  150  
???????????????
??
???
表1を見ると，50－87歳のグループでほ，それ以下の年齢層に比べて「（3）  
使わないし不自然」とする人がやや多いように思える。それを簡略に示すため  
に，各年齢層ごとに，回答を1～3の数値と見て平均点を計算した。すると，  
13－29歳＝1．21点．30－49歳＝1．17息 50－87歳＝ユ．胡眉となり，確かに討歳以  
上のグループの点数が高くなった。   
回答はカテゴリーデータであったので，本来，「平均」の計算ほできないは  
ずである。そこで，3種類の回答間の距離を求めてみた。123問の質問項目が  
あり，回答の種額が3種額であるから，123×3の行列ができる。回答の群似  
を求めるために，これを数量化する。計算法としては，クロス集計表の数量化，  
あるいは林の数量化3類．双対尺度法などどれを使ってもよい。荻野の考えた  
数量化の計算法［りでももちろんよい。すべて同一の結果になる。結果ほ，  
「使うし自然」を1とし，「使わないし不自然」を3としたとき，「使わないが  
自然」は1．85という数値になった。ちょうど2になったわけではないが，ほぼ  
それに近いと見て．ここでは単純な平均値を採用しても問題はないと考えた。   
平均値を求めると，それらの3個の平均値の間に有意な差があるのかどうか  
という問題が出る。この調査では，ランダムサンプルを用いたのではないから，  
通常行なわれる平均値の有意羞の検定（t検定）は使えない。そこで，AIC［2］  
を平均値の検定に使うことにした。この方放では，サンプルの二つの回答分布  
をもとに，それらを同一回答分布と見なすべきか，異なる回答分布と見なすべ  
きかを決定できる。ただし，そのためには，匡答がメトリックでないといけな  
いので，今回のデータのような場合にほ厳密には適用できない。ここではその  
ような限界を心得た上で，判断の基準を一貫させるために，AICを利用する  
ことにLた。  
3－3 集計結果   
以上のような集計をほどこすと，蓑2～4のようになる。蓑2～4で，年齢   
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層の間の等号・不等号は有意差の有無をあらわしている。等号・不等号のとな  
りに「？」がついているものは，羞の有無はあっても有意でほないと判断され  
たものである。それぞれの表でほ，・質目の順序は13－29歳の人の点数の大小に  
従っている。  
表2 政教詞「面」の使われ方の年齢差  
項目 名調 教詞＋助数詞 13－29歳 30－49歳 50－87歳  
5a 大きい鏡 3面  1．57 〉 1．30 ＝ 1．31  
1c 黒板 3面  2．19 〉 1．88 ＝？1．99  
6d 手鏡 3面  2．76 〉 2．64 〉 2．39   
蓑2ほ「面」の使われ方であるが，若くなるにつれて数値が大きくなってい  
る。つまり不自然だと感じるようになってくるということである。「面」とい  
う助数詞は使われなくなる傾向があるのではなかろうか。  
表3 助数詞「個」の使われ方の年齢差  
項目 名詞 数詞十助数詞  13－29歳 30－49歳 50－87歳  
24b じゃがいも 4個  1．08 ＝ 1．11 ＝ 1．13  
14a たまご 3個  1．13 〉？1．07 ＝？1．11  
34a はまく・り 4閏  1．21 ＝？1．14 ＝ 1．19  
23a ほくろ 2個  1．42 〈？1．56 く？1．68  
25b さつまいも 3個  1．48 ＝ 1．47 く1．72  
4b おもちゃの飛行擬 5伺1．65 〈 2．08 く？2．23  
18c ハソガー 3個  1．70 〈1．95 ＝ 1，88  
28b 桜島ダイコン 1個   1．79 く？1．97 二 2，07  
6c 手鏡 3個  1．87 ＝1．86 く？2．01  
38c 十円玉 5個  1．98 〉？1．83 ＝1．91  
26b 長芋 1個  2．01 く 2．23 ＝？2．36  
31a （三角形の）頂点 3個  2．08 ＝？2．19 ＝ 2．17  
21〕考え 1個  2．19 〈 2．70 ＝ 2．71  
36a グループ 3個  2．28 〈 2．63 ＝ 2．61  
7a （立方体の）側面 6個  2．31 ＝ 2．30 ＝ 2．21  
37b 講義 6憫  
29a 宇宙 1個  
12b （新生児の）歯 1個  
3b まっ白い雲 1個  
42c 有名なタワー 4佃  
5d 大きい鏡 3個  
39b エスカレーター 8個  
35a テニスクラブ 4個  
46c 超高層ビル 5個  
16b 大きな窓 4個  
13b 水滴 1個  
1b 黒板 3個  
2．36 く 2．83 〉？2．75  
2．37 く？2．51 ＝ 2．48  
2．38 〈 2．63 ＝ 2．68  
2．39 〈 2。61 ＝ 2。63  
2．43 く 2，61＝ 2．58  
2．43 く 2．68 〉 2．47  
2．44 く？2．56 ＝ 2．50  
2．51 く 2．82 〉？2．73  
2．51 ＝ 2．57 ＝ 2．59  
2．54 ＝ 2．50 く 2．65  
2．55 ＝？2．65 ＝？2．54  
2．57 ＝ 2．49 ＝ 2．55   
????????
荻   
27c ダイコン 1個  
15a ベッド 2個  
8b （問穿の）側面 2個  
48b 噂 4個  
17a 目 2個  
41c 橋 2個  
30a 点 2個  
10b（愛情の）形 2個  
9b 飛行機 3個  
＝？2．73  
〉 2．54  
＝ 2．71  
【???????????????? 】 】 ?】。???〔??????????? ??】
??????
??＝??＝＝?
2．92  
2．き3  
2．83 〉？2．75  
2．86 〉 2．74  
2．93 〉 2．85  
2．96 〉 2．89   
表3は「個」の使い方である。数値が大きなほうでは，年齢差ほほとんどな  
いが，数値が小さいほうでは，若くなるにつれて数値が小さくなっていること  
が多い。つまり，「個」はだんだん使われる範囲が広がってきているというこ  
とである。数値が大きいぼうは，ぼは3に近く，もともときわめて不自然な言  
い方であるわけで，そのようなものでは年齢差がない。しかし，あまり使わな  
いけれどもそれはど不自然でもないというあたりで，「個」が幅広く使われる  
ようになってきているのである。  
表4 助数詞「つ」の使われ方の年齢差  
項目 名詞 数詞＋助数詞  13－29歳 30－49歳 50－87歳  
＝ 1．02 く1．08  
＝ 1．01 ＝ 1．01  
＝？1．05 ＝ 1．07  
＝ 1．04 〉 1．00  
37a 講義 6つ  
36t〉 グループ 3つ  
16a 大きな窓 4つ  
30b 卓、2つ  
47a （将来の）遥 2つ  
2a 考え 1つ  
50a 条約 2つ  
8a （問題の）側面 2つ  
31b （三角形の）凰蕉 3つ  
10a（愛情の）形 2つ  
48a 噂 4つ  
3a まっ白い雲 1つ  
7b （立方体の）側面 6つ  
29b 宇宙 1つ  
23b ほくろ 2つ  
17b 目 2つ  
42a 有名なタワー 4つ  
35b テニスクラブ 4つ  
46a 超高層ビル 5つ  
14b 貴二まご 3つ  
39a ェスカレークー 8つ  
6a 手続 3つ  
21a おしぼり 2つ  
???????】?????????????????????）?????????????（??????????????
1．01〉 1．00  
1．04 ＝ 1．OS  
l．01 く1．04  
＝？1．07 ＝？1．12  
＝ 1．05 ＝？1．10  
＝ 1．02 く1．12  
＝ 1．04 ＝ 1．03  
＝ 1．06 ＝ 1．07  
＝ 1．07 〈1，20  
＝ 1．02 く1．08  
〈？1．12 ＝？1．18  
＝ 1．05 ＝ 1．03  
く？1．07  
く1．08  
〈1．06  
〈1．49  
＝ 1．10   
?（???〉???? ?
?????
?????
???
㌧??〓??
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（構想の）桂 3つ  
橋 2つ  
国道 2つ  
ベッド 2つ  
黒板 3つ  
おもちゃの飛行機  
ハンガー  3つ  
じゃがいも 4つ  
（人の問の）壁 1つ  
桜島ダイコン 1つ  
（新生児の）歯1つ  
大きい鏡 3つ  
水滴 1つ  
はまぐり 4つ  
大きな川 2つ  
長芋 1つ  
さつまいも 3つ  
ダイコン 1つ  
タオル 2つ  
十円玉 5つ  
バスタオル 2つ  
ぞうきん 1つ  
?????????】．??????????????????????????????????????．???????????????】???????????????「???????????????????????????????????????．?????????????????????????????????????????
?????????????????????
」「．
??
??
?????
??
??
????
??
??
???
???
??
〉＝＝＝〉? ?」????
?????
???????
1．17  
1．28  
1．48  
1．30 〈1．51  
1．12 ＝？1．17  
〈？1．49 〈1．69  
く1．55 〈1．75  
く1．77 く？1．92   
1．25 〉 1．14  
く1．74 ＝ 1．79  
＝？1．64 〈1．82  
く1．73 く1．97  
く 2．08  
〈 2．36  
〈 2．45  
く 2．05  
???
????? ???〈??? ??? ??
2．18 く 2．49  
2．23 く 2．39  
2．33 ＝ 2．34  （家の）柱 1つ  
薄い壁 1つ  
（留守「いの）電話 3つ  
バスの便 1つ  
飛行機 3つ  
＝？2．21〉 1．91  
く？2．41 ＝ 2．47  
く 2．58 ＝ 2．52  
く 2．60 ＝？2．52   
表4ほ「つ」の言い方である。数値が小さいはうでは，年齢差はほとんどな  
いが，数値が大きいはうでほ，若くなるにつれて数値が小さくなっていること  
が多い。つまり「個」と同じく，「つ」もだんだん使われる範囲が広がってい  
ることになる。数値が小さいほうは，ほとんど1．00に近く，だれもが普通に使  
う言い方であるので，年齢差が出ないというだけの話である。   
蓑2～4で示した項目以外に，「本・枚・揺」についても調査したが，この  
ような年齢差は認められなかった。  
4．ま と め  
以上見てきた傾向をまとめると，助数詞を使ってものを数えるときに，「面」  
は使われる範閤が狭くなり，だんだん使われなくなる懐向にあるのに対し，  
「個」と「つ」は使われる範囲が広くなり，さらに多く使われる傾向にあると   
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いうことである。もともと「個」も「つ」も幅広い名詞に使われるものである。  
その使用範囲がいっそう広がりつつあるということはその他の助数詞の衰退を  
示唆すると解釈できよう。   
もともと日本語は助数詞が豊富な言語であったらしい。大野・浜西［3］の828  
単位・829助数詞のところには，その例がたくさんあがっているし，見妨［4］ほ  
あまり見慣れない助数詞について実例を示している。しかし，そのような話は  
しだいに過去のものになりつつある。現代の若者は，助数詞を単純化し，何に  
でも「個」や「つ」を使ってすます傾向がうかがえるわけである。   
若者が助数詞の習得の途中にあるという見方もできないことはないが，助数  
詞の習得が遅れるというのほ考えにくい。助数詞は，日本語および日本人が持  
っている自然に対する見方・考え方の反映である。そのような部分は早期に習  
得されるであろう。また，敬語などと違って，ある程度の年齢になった人に助  
数詞の使い方がおかLいといって注意したりすることもない。したがって，本  
稿で述べた年齢差は言語変化の一部であると考えられる。   
このように助数詞の変化の傾向を見ると，通常いわれる言語変化のありさま  
と異なっている。共時態の中に併存する語形があり．いずれも普通に使われる  
が，その結合する範囲が変化しつつあるということである。ただし，ごくわず  
かの変化であるから，アンケート調査による大量データをもとにしないと，検  
出できない変化であり，またなかなか意識されにくい変化であろう。   
今までこの種の変化が報告されることが少なかったのほ，次のような事情が  
考えられる。（1）現象自体が気付かれにくい。（2）確認するのに手間がかかる。  
（3）小さな変化なので，研究の意義があると見なされない。   
考えてみると，このような意味・用法の変化は，もっともっと多くの部分で  
起こっているはずである。今まではあまり着目されてこなかったが，これから  
の日本語を考える上で重要なポイントになることもあるだろう。さらlこさまざ  
まな側面を調べていきたいものである。   
なお，このデータからは，当然のことながら，それぞれの助数詞ほどのよう  
な名詞と結び付くかという分析が可能であり，それが分析の中心であるが，そ  
れについては顔・谷原・リー［5］が報告している。  
識辞：   
アンケート調査では，多くの方にお世話になった。それぞれのかたは忙しい  
中を時間を割いて面倒なアンケート用紙に丁寧に記入してくださった。まこと   
現代月本語の助数詞の意味変化の方向  
にありがたいことである。また，アンケート用紙の配布・回収iこあたっては，  
以下の方々に多大の御協力をいただいた。ここに記して感謝申し上げる次第で  
ある。   
つくば市老人クラブ連合会会長  市村芳男氏   
つくば市婦人会会長  青田せき氏   
金属材料技術研究所筑波支所管理課  渡辺健二氏   
概械技術研究所 企画室  矢野智昭氏   
藤沢薬品工業（株）つくば研究所総務課 佐藤 武氏   
調査・研究にほ，筑波大学学内プロジェクト「計量意味論の手法による意味  
の成分分析」（研究代表者・荻野綱男）の研究費を利用することができた。関  
係各位に感謝する。   
なお，アンケート調査の質問文の作成にほ，筑波大学大学院地域研究研究科  
の蹟瑞珍・谷原公男・デピー・リーがあたった。調査全体の報告書は，荻野［6］  
としてまとまっている。  
参考文献   
［1］荻野網男（19紺．3）「敬語における丁寧さの数量化」国語学第120葉  
［2］坂元慶行・石黒真木夫・北川源四郎（1983．1）『情報量統計学』共立出版  
［3］大野晋・浜西正人（1981）『角川原語新辞典』（あるいは『評語国語辞典』）角川書  
店  
［4］見坊豪紀（1965．7）「現代の助数詞」言語生活166号  
［5］厚瑞珍・谷原公男・デピー・リー（1989．2）「助数詞の使用とプロトタイプ」荻野  
編［6］に所収  
［6］荻野綱男締（1989．2）『日本語の語彙の構造2』自家版  
付録：アンケート用紙の概略   
以下にいろいろな物を数える文があります。  
その数え方（王墾部分）に特に注意して文を読み，   
1．自分でもよく使うし，自然である。  
2．自分ではあまり使わないが．聞いたことがあるし  
自然である。  
3．自分でも使わないし，不自然でおかしい。  
のうち当てはまるものの数字を○で囲んで下さい。  
1a・この教室にほ黒板が旦2ある。  
b・  且埋′′  
C・  蔓垂′′  
d・  旦墜ノ′   
（以下具体例ほ省略し文例だけ示す）   
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1．この教室には黒板が3つ／3個／3面／3枚ある。  
2．いい考えが1つ／1個浮かんだ。  
3．空にまっ白い雲が1つ／1個浮かんでいる。  
4．ばくの部臣にはおもちゃの飛行機が5つ／5個／5磯節ってある．  
5．この倍古場には大きい炭が3画／3枚／3つ／3個ある。  
6．軋ま手鏡を3つ／3杖／3個／3面持っている。  
7．立方体にほ6個／6つの側面がある。  
8．この問題には2つ／2個の側面がある。  
9．空掛こは今飛行機が3捷／3個／3つとまっている。．  
10．愛情をこは2つ／2個の形がある。  
11．この町には大きな川が2本／2つ流れている。  
12．ヒトの新生児には歯が1つ／1個／1木もない。  
13．閣に水滴が1つ／1個落ちてきたので雨だと思った。  
14．たまごを3個／3つください。  
15．新しいベッドを2個／2つ買った。  
16．この家にほ大きな窓が4つ／4個ある。  
17．2個／2つの目をしっかりと開いて物を見なさい。  
18．ハンガーを3本／3つ／3個100円で買った。  
19．昨日デパートでノミスタオルを2本／2枚／2つ買った。  
20．ホテルの部屋にはタオルが2本／2つ／2杖匿いてある。  
21．おしぼり，あと2つ／2本／2枚ください。  
22．昨日家庭科の授業でぞうきんを1杖／1本／1つ縫った。  
23．犯人は目の下にほくろが2個／2つあった。  
24，カレーを作るのにじゃがいもを4つ／4個／4本使った。  
25．スーパーでさつまいもを3つ／3個／3本パックで売っている。  
26．お好み焼きを作るから，長芋1本／1個／1つ買ってきて。  
27．ダイコン1本／1つ／1個いくらですか。  
28・桜島ダイコン1つ／1個／1木ください。  
29．家々の知らないもう1催／王つの宇宙があるかも知れない。  
30．言語と直立歩行の2個／2つの点で人は猿と区別される。  
31．三角形には頂点が3個／3つある。  
32・留守中に電話が3本／3つあった。  
33．駅へのバスの便ほ1時間に1ノ本／1つしかない。  
34．ス←パーで，はまくゅりが4価／4つパックで売られていた。  
35．この町iこは全部でテニスクラブが4個／4つある。  
36．一学級を3個／3つのグループに分けて話し合った。  
37．今学期は全部で6つ／6偶の講義を取っている。  
38．五十円玉を十円玉5杖／5つ／5個にくずして頂けますか。  
39．西武デパートには8つ／8偶のエスカレーターがある。  
40．この家はたった1本／1つの太い柱で支えられている。  
41．宮崎の大淀川iこは橋が2つ／2木／2個かかっている。  
42．日本には有名なタワーが4つ／4木／4個ある。  
43．九州には3号線と10号線の2つ／2本の国道がある。  
44・竹下首相は，日本の果たすべき役割として，国際平和維持のための資金，人的協力  
などの3つ／3木の柱からなる「国際協力構想」を表明した。   
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45・彼ほ皆との問に壁を作った。私たちはそのたった1つ／1枚の壁を壊すのに非常に  
苦労している。  
46．新宿にほ超高層ビルが5つ／5本／5個ある。  
47．私は就職と進学の2つ／2木の道のうち．どちらを選ぶか迷っている。  
4臥 あのプレイボーイは同時に女の噂が4つ／4佃もあった。  
49・寮の部屋ほ隣とのR別こ薄い壁が1枚／1つあるだけなので，隣の物音がよく聞こえ  
る。  
50．アへン戦争の後，rl咽とイギリスは南京条約と天津条約の2つ／2本の条約を結ん  
だ。   
